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静脈グラフトの“動脈化”について

一一透析用シャント静脈による組織学的検討一一
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A free graft of autogenous saphenous vein is known to be a reliable means for 

bypassing arterial obstructions of the lower extremities. An alternative method 

utilizing in situ non-reversed saphenous vein has been applied and presented unusual 

problems in arterial reconstruction. 

To assess this problem, histological fate of arterialized in situ saphenous vein 

was studied by the cannulated vein in the external arteriovenous shunt for hemodi-

alysis. 

Intimal thickning of in situ vein graft seemed to appear earlier than that in free 

vein graft. Stabilization of reactive proliferation of subintimal tissue was required for 

long term patency of in situ vein graft in addition to technical management of venous 

valve. 

はじめに

自家静脈移植は末梢動脈閉塞に対する有力な外科的

手段である．移植静脈片として好んで大伏在的t脈が用

いられるが，その理由どして採取に侵重量が少いこと，

充分な長さが得られること，径が大きいこと，墜が厚

いことなどがあげられる．通常 freegraftとして用

いられるが， 大腿膝寓動脈閉塞に対してlongbypass 
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が適応となる場合に insituとして用いられることが

ある日 この両法を比較したいくつかの実験的研究が

あるが，われわれは血液透析のために外シャントカニ

ューレを挿入した大伏在静脈を利用し， insituで動

脈圧を受けた大伏在静脈の形態学的変化を経時的に分

析し，遊離移槌静脈における治癒過程と対比して検討

を加えた．

対象および方法

慢性腎不全のために外シャント手術を下腿の後座骨

動脈と大伏在静脈の聞にうけた患者で，閉皇室前IC.シャ

ントが撤去されたもの15例（男子11例， 女子4例）と

閉塞例2例を対象とした．患者の年令は23～56才で

平均37.8才であった．閉塞をまたずに撤去した理由

は，内シャントへのきりかえ9例，感染によるもの2

例，皮膚炎の強いもの2例，死亡3{7tlであったまた

後座骨動脈に大伏在静脈と遊艇移植したl例を比較の

対象とした．

標本はシャント撤去時IL静脈カニューレに近接した

下腿皮下の大伏在静脈を約0.5cmにわたり採取した．

採取時期ばシャント設置後2日目より20ヶ月後IL行わ

れた．採取した標本は10%中性ホルマリン液で約24時

間固定した後， H.E染色及びオノレセインによる弾力

線維染色を行い，光学顕微鏡下に検索した．

結果

シャント設置後2日目11'..f:;:取したものでは内皮細胞

のー部脱落と残存内皮の軽度の腫大をみとめたのみ

で， 内弾性板，中膜，外膜は正常であった.3日目に採

取したものでは内膜の肥厚ヒ縦走筋の発達 （第1図）

及び内膜より中膜にかけての浮腫性変化がみられた．

22日目のものでは部分的内膜肥厚ど中膜の軽い萎縮が

みられ， 34日目のものでは内膜下組織の線維化により

第1図 オルセイン染色 x 100 

内膜の狭少化が起り中膜の筋線維も部分的IL結合織化

していた．3～6ヶ月たつと内腔の狭少化が更に進行

し，内膜の線維性増殖が高度で中膜の筋間線維細胞が

増殖し筋自体はむしろ萎縮に傾いていた（第2図）．

6～12ヶ月自のもののでは内陸はほぼ閉塞に近くなり

内腔の殆んどが謬原化，癒痕化IC.傾いている（第3

図）．全く閉塞した症例では内膜の肥厚線維化が内腔

第2図 オルセイン染色×100

第3図 オルセイン染色×100

を埋め，細血管の再生像をみとめた.18ヶ月自のもの

では内膜の線維化跨原化は高度であったが12ヶ月自の

ものに比べてその程度に大差がなかったことは注目

される. 20ヶ月自に採取した2例では癒痕化は肥厚内

膜のほぼ全体にみられたが内腔は保たれており，弾力

線維の融解は著しいが，内弾性板の保存は良好であっ

た．中膜平滑筋もよく発達していた．外l皮では蝉力線

維がよく保たれていた他，著変はなかった（第4図）．

後服骨動脈IC.遊離移植されて11ヶ月後に閉寒した犬

伏在静脈では内陸l乙血栓形成． 浮腫性線維性肥厚，弾

力線維の融解が著明で， 内弾性板に乏しく，中膜平滑

筋は萎縮し，円形細胞浸潤をみた．外膜結合織にも変
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第5図

性所見が箸しく，全体として活動性反応所見に欠けて

いるのが特徴であった（第5図）．

考 案

血管移植法は動脈再建術の基本的手技の 1つであ

り，特I＜：中小動脈の再建においては自家静脈は最も信

頼性のある移植材料である． しかし，大腿膝筏動脈I<:

対する自家静脈移植術の遠隔開存成績では尚3分の1

K晩期閉塞がみられ，改善の余地が残されている．ま

た静脈片が同じであっても手術法により関存率は異な

る．殊l乙大腿膝脅動脈閉塞に対する longbypass手

術には freegraftがよいか insitu graftがよいか

は議論のわかれるところである.in situ graftの長

所としては吻合口径が中継部で太〈末梢で細〈自然で

あること，血管剥離に伴う損傷や血管収縮，捻転がさ

けられること，栄養血管が保たれて内皮細胞が温存

されて血栓形成が防がれること，手術操作の簡便化に

より手術時間，侵重量を少くできることなどがあけられ

る．一方では弁の破療を必要とするため内膜損傷が血

栓形成を招来すること，動静脈凄の形成等が潤題とな

る．われわれは血液透析のために外シャントカニュー

レを挿入した大伏在静脈を利用し， insituで動脈血

流を受けた患者の大伏在静脈の組織反応を観察し，遊

離移植静脈における諸家の知見と対比しつつ，栄養血

管の温存が静脈のミ動脈化、に対していかなる影響を

及ぼすかを検討した．

一般に血管壁は内腔より血祭成分の伊出と栄養血管

の血行Iとより栄養と代謝を営んでいる．遊航移植され

た静脈はその栄養血管が切離され，しかも内圧上昇に

よるひどいミもれミのために急激に退行性変性過程

を辿る．すなわち移植後早期に内皮細胞の変性脱落を

生じ，その再生はinsitu graftよりおくれて起り，

しかも再生内皮は浮腫，肥厚を伴い正常内皮とは様相

を異にするという 2) 内膜下組織の反応性増殖が起

り，中膜筋層には浮腫や填死性あるいは炎症性変化を

生じ肥厚がはじまる．臨床例においては10～20日後に

内膜肥厚が観察されている4', 時日の経過と共に内膜

中膜は線維化される．この際内膜の線溶活性はほぼ廃

絶状態にあるといわれるれー第5図は後座骨動脈に遊

離移植され， 11ヶ月後lζ閉塞した大伏在静脈で，内膜

の肥厚，中膜の萎縮線維化といった典型的経過を示

す．一万 insitu graftの組織学的変化は freegraft 

に比べると緩慢で長期例の線維性肥厚の所見も軽〈内

膜線溶活性もほぼ正常に近いとの報告幻がある．閉塞

の原因はむしろ静脈弁の破壊の方法にあり，破壊され

た弁の残存が異常渦流を生じたり内膜の限局性肥厚が

狭窄，閉塞I＜：つらなるといわれる．

われわれの観察したシャント静脈では作成後2,3 

日の早期のものでは組織学的変化は各層ども軽微で全

体として肥厚所見は殆んどなかった.22日自のもので

は部分的に内膜の肥厚をみたが肉眼的にも内陸の狭

少化がみとめられたのは 1ヶ月を経てからである．内

腔の狭少化の主たる原因は内膜下組織の反応性増殖で

あり，これは動脈血流の壁に与える強いずり応力と高

い内圧より血祭成分が山内部にしみ出すことに起因

すると考えられる．内膜下I<:増殖した線維組織は内陸

をせばめつつ謬原化し綴痕に傾いてゆく．条件の異な

る動物実験の知見ど対比することは困雄であるが．こ

の反応性増殖は freegraftより早期にかっ著明に起

るように思われる．それは栄養血管が温存されている

ので freegraftのように変性疲死どいった退行性病

変の時期を経ることなく増姐機転が働くためと考えら

れる．新生内皮の形成および覇軍合が insitu graftで
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は freegraftよりはやく起るという走査電顕の所

見幻はこのことを裏づけるものであろう．西島らの実

験でもイヌ大腿動脈における内膜肥厚は却って in

situ graftで著明であるという6）ー内膜の線維性肥厚

及び癒痕化が急激かっ広汎であれば内中膜の境界は判

別できなくなり数ヶ月で内腔ば全く閉塞してしまう．

しかし20ヶ月を経て尚，開存しているような症例では

内股は狭くなっても開存したまま増殖性変化は静止

し，内弾性板も保たれ平滑筋屈は発達して動脈様構

造に近くなっている．但しこれを動脈化と表現するに

は異論がある．内膜下IC増殖した筋細胞は縦走細胞が

多く本来の抵抗血管構造ヒ異なっており，また冠動脈

バイパスに用いた静脈の内膜肥厚が逆に隣接動脈墜に

及んだという事実4)からも当然であろう．

栄養血管は内膜の保存に強い）；~~哩を与え，これが切

離されると内膜に変性像がみられる7l. in situ graft 

では内膜の栄養障害もなく線溶活性も正常であるとい

う3) 線溶活性は動脈圧の影響を受けると低下すると

いわれるが血行力学的には freegraftも insitu 

graftも同じ条件下にあり，少くとも線溶活性lこ関し

ては insitu graftが有利と考えられる．末梢動脈

閉塞IC対する insitu graft による自家静脈使用の欠

点として Bahnerらは破壊された静脈弁の残存を中

心とする限局性内膜肥厚を強調しているか8＞.まさし

く insitu graftの反応性増殖の強さを裏書きしてい

るとし3える

以上のべた如く insitu graftでは手術による損傷

や線浴活性の点からみて freegraftより有利である

が， 早期に著明に起る反応性内膜日巴厚に基〈早期閉塞

をいかに避けるかが問題となろう．長期開存例にみる

如く反応性増殖が静止した状態では，freegraftより

動脈に近い構造をとること，周囲組織との関係が生理

的に保たれていることなどから比較的長期の開存が期

待し得ると恩われる．

おわりに

透析用外シャン トカニューレを挿入した大伏在静脈

の形態学的反応を経時的！C:観察して次の結論を得た

動脈血流により起る静脈の内膜肥厚は insitu graft 

でより早期に著明It:起る．反応性増殖が静止した状態

では，内陸はかなり狭いが長期閲存が期待できる．
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